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　本研究では、厚岸湖に注ぐ３つの大きな河川の河口域に広がる塩湿地に生育するアッケ

シソウの植生分布を調査した。アッケシソウが１年草ということもあり，特に昨年度の分

布状況の違いや変化について調査した。

イクラウシ川左岸に見られていたアッケシソウは，５つあった小さな群落の２つが消滅

していた。残りについても点在化している状況であリ，今後も危機的な状態であるといえ

る。河口部に分布していたアッケシソウについても激減していた。イクラウシ右岸につい

ては，大きな変化は見られなかったが土壌の表面にミズゴケ類が多く見られ，周りには，

ヒメウシオスゲが多く分布していた。

　東梅川左岸では，昨年同様に池状地の砂淵に生育が見られた。しかしながら､ その場所

は３つの小さな群落があリ，そのうちの２つの群落は，栄養成長の状態がよく，大きなア

ッケシソウであったが，個体数がかなり激減していた。河川近くには，新しく砂地の内側

の土手に 25cm 程度の大きなアッケシソウが自生していた。この場所については，昨年自

生してなかったところに偶然出てきたこともあり，次年度この場所にアッケシソウが自生

するかどうかは疑問である。東梅川右岸については，昨年小さな点在化したアッケシソウ

の分布地がほとんど見られず，全体的に分布地の大幅な減少が見られた。

　トキタイ川左岸（猫の沢地区）では，３つの大きな群落のうち 1 つが消失し 2 つになっ

ていた。また，トキタイ川右岸（金田崎地区）については，主要な群落について大きな変

化がなかったが，全体的に植被が高い場所が少なくなってきており，群落の散らばりが見

られた。Ｂｅｌｔ調査では、測量起点から 55m 前後，83m～85m の間に分布している。

この場所では，若干の分布の広がりや植被率が上がっていた。

植生環境の調査では，植生地近くの塩水の ph がややアルカリ性であり、塩分濃度も海

水よりやや低めであった。また，土壌 ph については，4～6 までの酸性土壌であることが

検出された。土壌分析での窒素や有機物含量等が測定できず今後さらに調査しなければな

らないが，今回の環境調査や測定によって，アッケシソウの保護・増殖に向けての手ごた

えを少しずつ感じている。

今後，厚岸の保護・増殖の基本データとしてのアッケシソウは，金田崎に自生している

アッケシソウとすることを提言したい。なぜならば他の湖岸より外からの影響度を考える

と低く，現地に近い環境条件で育成するのが最適であると考える。アッケシソウを育成す

るためには,土性は，粘土質にすることである。また,土壌 ph を 5.8 に保つことである。


